
JP 2020-537649 A5 2021.7.26

10

20

30

40

50

【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】令和3年7月26日(2021.7.26)

【公表番号】特表2020-537649(P2020-537649A)
【公表日】令和2年12月24日(2020.12.24)
【年通号数】公開・登録公報2020-052
【出願番号】特願2020-520804(P2020-520804)
【国際特許分類】
   Ｃ０７Ｋ  16/30     (2006.01)
   Ｃ０７Ｋ  19/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  39/395    (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  38/08     (2019.01)
   Ａ６１Ｐ  35/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  43/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ   1/04     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  15/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  11/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  17/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  13/08     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ   1/18     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  25/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ   1/02     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  11/02     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  11/04     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  27/16     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  47/65     (2017.01)
   Ａ６１Ｋ  47/68     (2017.01)
   Ａ６１Ｋ  47/55     (2017.01)
   Ｃ１２Ｎ  15/13     (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ  15/11     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０７Ｋ   16/30     ＺＮＡ　
   Ｃ０７Ｋ   19/00     　　　　
   Ａ６１Ｋ   39/395    　　　Ｎ
   Ａ６１Ｋ   39/395    　　　Ｌ
   Ａ６１Ｋ   38/08     　　　　
   Ａ６１Ｐ   35/00     　　　　
   Ａ６１Ｐ   43/00     １１１　
   Ａ６１Ｐ    1/04     　　　　
   Ａ６１Ｐ   15/00     　　　　
   Ａ６１Ｐ   11/00     　　　　
   Ａ６１Ｐ   17/00     　　　　
   Ａ６１Ｐ   13/08     　　　　
   Ａ６１Ｐ    1/18     　　　　
   Ａ６１Ｐ   25/00     　　　　
   Ａ６１Ｐ    1/02     　　　　
   Ａ６１Ｐ   11/02     　　　　
   Ａ６１Ｐ   11/04     　　　　
   Ａ６１Ｐ   27/16     　　　　
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   Ａ６１Ｋ   47/65     　　　　
   Ａ６１Ｋ   47/68     　　　　
   Ａ６１Ｋ   47/55     　　　　
   Ｃ１２Ｎ   15/13     　　　　
   Ｃ１２Ｎ   15/11     　　　Ｚ

【手続補正書】
【提出日】令和3年5月13日(2021.5.13)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　式（Ｉ）：

【化１】

　［式中、
　（ａ）
　　（ｉ）ＡＢは、ヒトＣＤ７１に特異的に結合し、
　　　　ｉ．配列番号９を含むＣＤＲＨ１配列、配列番号１０を含むＣＤＲＨ２配列及び
配列番号１１を含むＣＤＲＨ３配列を含む重鎖可変領域、並びに
　　　　ｉｉ．配列番号１２又は配列番号１３を含むＣＤＲＬ１配列、配列番号１４を含
むＣＤＲＬ２配列及び配列番号１５を含むＣＤＲＬ３配列を含む軽鎖可変領域
を含む抗体であり、
　　（ｉｉ）ＭＭは、配列番号１８のアミノ酸配列を含むマスキング部分であり、ここで
、活性化可能なコンジュゲート抗体が非切断状態にある場合に、ＭＭは、ＡＢの、ヒトＣ
Ｄ７１への結合を阻害し、
　　（ｉｉｉ）ＬＰ１は、配列番号２０７のアミノ酸配列を含む、第１の連結部分であり
、
　　（ｉｖ）ＣＭは、配列番号１５６の配列を含む切断可能部分であり、ここで、ＣＭは
、プロテアーゼに対する基質として機能するポリペプチドであり、
　　（ｖ）ＬＰ２は、配列番号３８のアミノ酸配列を含む、第２の連結部分であり、
　（ｂ）「ｎ」は２である。］
の構造又はその塩を含む、活性化可能なコンジュゲート抗体。
【請求項２】
　ＡＢが、ＩｇＧ１アイソタイプを含む、請求項１に記載の活性化可能なコンジュゲート
抗体。
【請求項３】
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　ＡＢが、重鎖定常領域を有する抗体であり、ここで、重鎖定常領域のＣ末端残基が、リ
シンではない、請求項１又は２に記載の活性化可能なコンジュゲート抗体。
【請求項４】
　重鎖可変領域が、配列番号５の配列を含み、軽鎖可変領域が、配列番号７の配列を含む
、請求項１～３のいずれか一項に記載の活性化可能なコンジュゲート抗体。
【請求項５】
　配列番号１６７の配列を含む重鎖及び配列番号１９の配列を含む軽鎖を含む、請求項１
～４のいずれか一項に記載の活性化可能なコンジュゲート抗体。
【請求項６】
　配列番号５の配列を含む重鎖可変領域及び配列番号２０１の配列を含む軽鎖可変領域を
含む、請求項１～５のいずれか一項に記載の活性化可能なコンジュゲート抗体。
【請求項７】
　配列番号５の配列を含む重鎖可変領域及び配列番号２０２の配列を含む軽鎖可変領域を
含む、請求項６に記載の活性化可能なコンジュゲート抗体。
【請求項８】
　配列番号５の配列を含む重鎖可変領域及び配列番号２０２の配列を含む軽鎖可変領域を
含み、配列番号２０２のＮ末端アミノ酸が、ピログルタメートへと修飾されている、請求
項６に記載の活性化可能なコンジュゲート抗体。
【請求項９】
　配列番号１６７の配列を含む重鎖及び配列番号１６９の配列を含む軽鎖を含む、請求項
１～５のいずれか一項に記載の活性化可能なコンジュゲート抗体。
【請求項１０】
　配列番号１６７の配列を含む重鎖及び配列番号１７０の配列を含む軽鎖を含む、請求項
９に記載の活性化可能なコンジュゲート抗体。
【請求項１１】
　配列番号１６７の配列を含む重鎖及び配列番号１７０の配列を含む軽鎖を含み、配列番
号１７０のＮ末端アミノ酸が、ピログルタメートへと修飾されている、請求項９に記載の
活性化可能なコンジュゲート抗体。
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